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−  主な内容  −

名古屋港　夏の花火

会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
」
の
脅
威
に
、
世
界
中
が
さ
ら
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
各
国
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始

ま
り
、
そ
の
効
果
が
出
始
め
て
い
る
よ
う
に
も

思
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
脅
威
は
減
少
し
て
い

な
い
よ
う
で
す
。
こ
の
号
が
お
手
元
に
届
く
こ

ろ
、
日
本
で
も
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始

ま
っ
て
お
り
、
会
員
の
皆
様
の
中
に
は
、
既
に

接
種
を
受
け
ら
れ
た
方
も
居
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
先
行
き
が
全
く
見
通
せ
な
い
状

況
で
す
。

ど
う
や
っ
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
生
し

て
い
く
か
、
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
よ
う
で
す
。　

そ
う
い
っ
た
状
況
で
、
今
年
も
総
会
の
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
総
会
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
鑑
み
、
米
寿
の
お
祝
い
を
郵
送
に
変
え
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
中
止
し
て
、
議
事
の
み
を

実
施
し
ま
し
た
。
短
時
間
で
集
会
を
終
え
る
こ

と
を
求
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
今
年
の
総

会
も
、
昨
年
と
同
様
に
、
議
事
の
み
を
行
う
予

定
で
す
。
総
会
の
入
場
人
員
は
、
会
場
の
定
員

の
二
分
の
一
以
内
で
、
５
０
０
人
以
内
を
目
安

と
い
た
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
鑑
み
て
、

十
分
な
安
全
対
策
を
ほ
ど
こ
す
よ
う
準
備
い
た

し
ま
す
が
、
皆
様
に
は
、
来
場
さ
れ
ず
に
、
委

任
状
（
ハ
ガ
キ
）
を
投
函
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
投
函
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
を
も

と
に
、
今
年
が
被
災
10
周
年
と
な
る
東
北
地
方

の
味
覚
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
を
実
施
し
ま

す
。
当
選
者
に
は
、
ご
自
宅
に
お
届
け
す
る
の

で
、
楽
し
み
に
し
て
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
、
い
つ
も
の
暑
い
夏
が
始
ま
り
ま

す
。
例
年
よ
り
も
、
さ
ら
に
念
入
り
に
夏
の
対

策
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
お
り
、
皆
様
が
健
康
に
お
過
ご

し
い
た
だ
き
、
ま
た
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。



名　　友　　報令和３年6月1日 第119号  (2)

第
53
回  

通
常
総
会
の
お
知
ら
せ

貸 借 対 照 表
令和３年３月31日現在

（単位：円）
科　　　　　　　　　目 当年度 前年度 増　　減

Ⅰ　資産の部
１．流動資産
　　　　普通預金 1,907,997 2,840,305 △ 932,308
　　　　定期預金 2,000,000 4,000,000 △ 2,000,000
　　　　未収金 16,868 25,137 △ 8,269
　　　　前払費用 147,300 147,300 0
　　　流動資産合計 4,072,165 7,012,742 △ 2,940,577
２．固定資産
　⑴　特定資産
　　　　退職給与引当預金 584,000 898,000 △ 314,000
　　　特定資産合計 584,000 898,000 △ 314,000
　⑵　その他固定資産
　　　　投資有価証券 30,059,193 30,079,383 △ 20,190
　　　　電話加入権 229,928 229,928 0
　　　　保証金 750,000 750,000 0
　　　その他固定資産合計 31,039,121 31,059,311 △ 20,190
　　　固定資産合計 31,623,121 31,957,311 △ 334,190
　　　資産合計 35,695,286 38,970,053 △ 3,274,767

Ⅱ　負債の部
１．流動負債
　　　　未払金 108,626 101,289 7,337
　　　　預り金 0 0 0
　　　流動負債合計 108,626 101,289 7,337
２．固定負債
　　　　役員退職慰労引当金 584,000 610,000 △ 26,000
　　　　退職給与引当金 0 288,000 △ 288,000
　　　固定負債合計 584,000 898,000 △ 314,000
　　　負債合計 692,626 999,289 △ 306,663

Ⅲ　正味財産の部
１．指定正味財産
　　　指定正味財産合計 0 0 0
２．一般正味財産
　　　一般正味財産合計 35,002,660 37,970,764 △ 2,968,104
　　　負債及び正味財産合計 35,695,286 38,970,053 △ 3,274,767

　

第
53
回
通
常
総
会
を
次
の
通
り
開
催
し

ま
す
の
で
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

日　

時　

令
和
３
年
６
月
22
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

場　

所　

日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館

　
　
　
　

ビ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ル

　
　
　
　

地
下
鉄
「
金
山
」
下
車

議　

題
一　

令
和
二
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
報
告（
案
）並
び
に
監
査
報
告　
　

二　

令
和
二
年
度
公
益
目
的
支
出
計
画

実
施
報
告
書
及
び
監
査
報
告

三　

令
和
三
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算

　
※
な
お
、
依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
脅
威
は
続
い
て
い
る
の
で
、
総

会
は
議
事
の
み
を
行
い
ま
す
。
米
寿
の

お
祝
い
は
、
ご
自
宅
宛
て
に
発
送
い
た

し
ま
す
。
議
事
終
了
後
の
抽
選
会
・
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
実
施
し
ま
せ
ん
。

◆
監
査
報
告
に
つ
い
て

さ
る
５
月
14
日
、
渡
邉
、
別
所
両

監
事
に
よ
り
会
計
監
査
を
実
施
し
、

「
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
」
と
の

報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

◆
役
員
に
つ
い
て

令
和
三
年
六
月
一
日
現
在
の
名
友

会
役
員
は
、
次
の
通
り
で
す
。

会　

長　
　

山
田　

雅
雄

副
会
長　
　

長
谷
川
博
樹

森　
　

俊
裕

伊
藤　

容
子

理　

事　
　

平
子　

魁
人

加
藤　

雄
也

沖
本　

竹
史　

勝
見　

康
平

村
瀬　

勝
美

中
村　

和
夫

野
田　

和
義

尾
崎　

好
計

西
川　

敏

万
田
奈
穂
美

常
務
理
事　

平
岡　

研
二

監　

事　
　

渡
邉　

俊
司

別
所　

眞
三

令
和
二
年
度

　
　 

一
般
会
計
収
支
決
算（
案
）
自
　
令
和
二
年
四
月
　
一
　
日

至
　
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

総
会
へ
の
出
欠
の
ご
返
事
は
、
同
封

の
ハ
ガ
キ
で
６
月
21
日
ま
で
に
ご
返

信
く
だ
さ
い
。
欠
席
の
方
は
委
任
状

欄
に
ご
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。
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正 味 財 産 増 減 計 算 書
令和２年４月１日から令和３年３月31日まで

（単位：円）
科　　　　　　　　　目 当年度 前年度 増　　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴　経常収益
　　　①　受取会費
　　　　会員会費収入 7,696,000 7,800,000 △ 104,000
　　　②　事業収益
　　　　事業収入 5,485,783 5,144,160 341,623
　　　③　受取負担金
　　　　負担金収入 1,755,600 1,782,240 △ 26,640
　　　④　雑収益
　　　　投資有価証券運用益 57,418 77,742 △ 20,324
　　　　受取利息 362 708 △ 346
　　　　雑収入 106,520 125,178 △ 18,658
　　　⑤　退職給与引当金取崩額
　　　　役員退職慰労引当金取崩額 0 0 0
　　　　退職給与引当金取崩額 314,000 0 314,000
　　　経常収益計 15,415,683 14,930,028 485,655
　　⑵　経常費用
　　　①　事業費
　　　　役員報酬 1,960,000 1,960,000 0
　　　　給料手当 2,198,875 2,352,000 △ 153,125
　　　　退職金 313,600 0 313,600
　　　　福利厚生費 152,062 166,261 △ 14,199
　　　　租税公課 81,600 71,000 10,600
　　　　活動推進費 944,000 1,155,000 △ 211,000
　　　　慶弔費 1,902,371 1,895,867 6,504
　　　　旅費交通費 66,006 44,622 21,384
　　　　通信運搬費 193,204 167,983 25,221
　　　　備品費 174,277 294,434 △ 120,157
　　　　修繕費 0 5,940 △ 5,940
　　　　印刷製本費 58,805 106,536 △ 47,731
　　　　会報発行費 2,002,056 1,991,810 10,246
　　　　会員厚生費 143,308 146,525 △ 3,217
　　　　賃借料 828,448 779,357 49,091
　　　　諸謝金 240,240 238,056 2,184
　　　　委託料 618,942 499,190 119,752
　　　　光熱水費 129,093 90,392 38,701
　　　　助成金 90,000 90,000 0
　　　　雑費 674,719 718,028 △ 43,309
　　　　退職給与引当金繰入額 0 174,000 △ 174,000
　　　②　管理費
　　　　役員報酬 840,000 840,000 0
　　　　給料手当 942,375 1,008,000 △ 65,625
　　　　退職金 134,400 0 134,400
　　　　福利厚生費 38,015 71,255 △ 33,240
　　　　会議費 104,260 158,440 △ 54,180
　　　　総会費 1,835,542 1,936,327 △ 100,785
　　　　旅費交通費 7,334 4,958 2,376
　　　　通信運搬費 209,305 181,982 27,323
　　　　備品費 19,364 32,715 △ 13,351
　　　　修繕費 0 660 △ 660
　　　　印刷製本費 61,205 110,886 △ 49,681
　　　　賃借料 934,208 878,851 55,357
　　　　諸謝金 102,960 102,024 936
　　　　負担金 212,000 212,000 0
　　　　寄付金 0 0 0
　　　　光熱水費 50,203 94,083 △ 43,880
　　　　雑費 100,820 107,292 △ 6,472
　　　　役員退職慰労引当金繰入額 0 0 0
　　　　退職給与引当金繰入額 0 0 0
　　　経常費用計 18,363,597 18,686,474 △ 322,877
　　　　当期経常増減額 △ 2,947,914 △ 3,756,446 808,532
　２．経常外増減の部
　　⑴　経常外収益 0 0 0
　　　経常外収益計 0 0 0
　　⑵　経常外費用 20,190 53,376 △ 33,186
　　　経常外費用計 20,190 53,376 △ 33,186
　　　　当期経常外増減額 △ 20,190 △ 53,376 33,186
　　　　当期一般正味財産増減額 △ 2,968,104 △ 3,809,822 841,718
　　　　一般正味財産期首残高 37,970,764 41,780,586 △ 3,809,822
　　　　一般正味財産期末残高 35,002,660 37,970,764 △ 2,968,104
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 35,002,660 37,970,764 △ 2,968,104
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令
和
三
年
に
米
寿
（
昭
和
八
年
生
ま
れ
）

氏　
　
　

名

退
職
所
属

退
職
年

安

達

義

信

教
育
委
員
会

S 

64

安

部

末

男

教
育
委
員
会

H 

03

板

倉

司

郎

教
育
委
員
会

H 

01

伊　

藤　
　
　

潔

水

道

局

H 

03

伊

藤

芳

高

建

築

局

H 
01

稲　

垣　
　
　

薫

教
育
委
員
会

H 
04

今　

村　
　
　

實

水

道

局

H 
03

岩　

田　
　
　

勲

千

種

区

H 

04

岩

田

久

子

収
入
役
室

H 

06

岩

月

泰

子

衛

生

局

H 

04

尾　

川　
　
　

實

衛

生

局

H 

03

奥

田

幸

治

下
水
道
局

H 

03

音

部

綱

夫

土

木

局

H 

03

小

原

和

子

教
育
委
員
会

H 

05

加　

藤　

喜
美
代

土

木

局

H 

06

加

藤

允

義

民

生

局

H 

05

金　

森　
　
　

厚

西

区

H 

04

金

子

武

次

市

民

局

H 

04

川　

嶋　
　
　

實

中

村

区

H 

04

小

島

晃

道

農
政
緑
地
局

H 

04

小　

山　
　
　

眞

交

通

局

H 

04

櫻

井

宣

二

経

済

局

H 

04

佐

藤

恭

子

瑞

穂

区

H 

02

祖
父
江　
　
　

勝

熱

田

区

H 

04

田　

川　

東
輝
彦

交

通

局

H 

06

氏　
　
　

名

退
職
所
属

退
職
年

内

藤

秀

則

緑

区

H 

04

中
瀬
古　

俊　

也

経

済

局

H 

01

仲　

原　
　
　

弘

名
港
管
理
組
合

H 

05

長

尾

圭

子

民

生

局

H 

04

成　

田　
　
　

清

教
育
委
員
会

H 

06

縄　

本　
　
　

静

教
育
委
員
会

H 

05

萩

本

照

男

名

東

区

H 

04

久　

田　
　
　

力

秘

書

室

H 

05

福　

谷 　
　

 

宏

秘

書

室

H 

05

福

永

保

壽

昭

和

区

H 

05

本

多

英

邦

衛

生

局

H 

09

松

石

好

子

教
育
委
員
会

H 

05

松

岡

桂

子

名
港
管
理
組
合

H 

06

水

野

一

久

衛

生

局

H 

06

三
ツ
井　

清　

治

天

白

区

H 

04

宮

本

幸

雄

計

画

局

H 

06

村

松

正

子

下
水
道
局

S 
64

安

田

一

男

交

通

局

H 
06

矢

野

省

三

水

道

局

H 

06

山

口

州

生

港

区

H 

04

山　

田　

延
次
郎

土

木

局

H 

05

山

本

早

太

経

済

局

H 

05

山

守

光

照

港

区

H 

03

渡

邊

威

之

総

務

局

H 

06

四
十
九
名

お
知
ら
せ

　◆
名
友
会
か
ら
の
お
願
い

会
員
の
皆
様
の
住
所
、
連
絡
先
な
ど

に
つ
き
ま
し
て
、
変
更
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
知
人
、
後
輩
を
名
友
会
へ　

名
友
会
は
会
費
を
主
な
財
源
と
し
て

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
会

員
の
増
加
が
必
要
で
す
。
皆
様
の
知
人

や
後
輩
で
、
ま
だ
名
友
会
に
加
入
さ
れ

て
い
な
い
方
が
見
え
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
、

加
入
を
お
勧
め
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
今
年
度
ま
で
の
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

今
年
度
の
会
費
は
同
封
の
払
込
書
に

よ
り
、
納
め
て
く
だ
さ
い
。
前
年
度
ま

で
の
会
費
が
未
納
の
方
に
は
、
必
要
分

の
払
込
書
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
郵

便
局
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
会
費
が

未
納
の
ま
ま
で
す
と
自
動
車
保
険
等　
　

の
団
体
割
引
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
抽
選
会
な
ど
の
機
会
に
当

選
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
金
融
機
関
の
手
数
料
が
高
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
現
金
に
よ
る
会
費

納
入
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
名
友
会
事

務
所
で
は
常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
総
会
会
場
等
で
も
臨
時
の
納
入

受
付
を
用
意
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
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⑱
フ
レ
イ
ル
に
要
注
意

昨
年
（
２
０
２
０
年
）
４
月
か
ら
75
歳

以
上
を
対
象
に「
フ
レ
イ
ル
健
診
」と
い
う

耳
慣
れ
な
い
健
診
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

健
診
と
言
っ
て
も
、
従
来
の
健
康
診
断

に
15
項
目
の
問
診
を
受
け
る
健
診
で
す
。

今
回
の
名
友
報
で
は
「
フ
レ
イ
ル
」「
ロ

コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
に
つ
い
て

勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

「
フ
レ
イ
ル
」
と
は
、「
加
齢
に
よ
り
心

身
が
老
い
衰
え
た
状
態
」の
こ
と
で
す
が
、

要
介
護
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
と
要
介
護
の
間
の
状
態
を
指

し
ま
す
。

つ
ま
り
高
齢
期
に
心
身
の
機
能

が
衰
え
て
、
寝
た
き
り
の
要
介
護

状
態
に
な
る
前
の
状
態
「
前
寝
た

き
り
・
前
要
介
護
状
態
」
が
フ
レ

イ
ル
と
い
う
こ
と
で
す
。

フ
レ
イ
ル
を
招
く
恐
れ
が
高
い

状
態
に
は
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
ロ
コ
モ
）
が
あ
り
ま
す
。

「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
は
、

年
齢
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
骨
や
関

節
、
筋
肉
な
ど
の
運
動
器
に
問
題
が
起
こ

り
、
立
っ
た
り
、
歩
い
た
り
す
る
日
常
的

な
運
動
機
能
や
、
移
動
能
力
が
低
下
し
、

生
活
に
支
障
が
出
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

ロ
コ
モ
自
体
は
病
気
の
名
前
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
将
来
フ
レ
イ
ル
か
ら
寝
た
き

り
の
要
介
護
に
な
り
や
す
い
状
態
と
理
解

し
て
く
だ
さ
い
。

ロ
コ
モ
を
引
き
起
こ
す
病
気
と
し
て

は
、「
骨
粗
し
ょ
う
症
、
及
び
そ
れ
に
伴

う
骨
折
」「
変
形
性
膝
関
節
症
」「
変
形
性

腰
椎
症
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中

で
も
、
転
ん
で
し
り
も
ち
を
つ
い
て
発
症

す
る
「
大
腿
骨
頚
部
骨
折
」
は
特
に
危
険

で
す
。

も
う
一
度
「
ロ
コ
モ
」
を
ま
と
め
る
と
、

ロ
コ
モ
と
は
、
加
齢
に
よ
る
「
運
動
器
の

衰
え
」
と
「
骨
折
を
含
め
た
運
動
器
の
疾

患
」
が
主
な
原
因
で
フ
レ
イ
ル
を
招
く
状

態
と
言
う
こ
と
で
す
。

フレイル検診で聞かれる問診 15項目
◦現状の健康状態はいかがですか
◦毎日の生活に満足していますか
◦ 1 日 3 食きちんと食べていますか
◦半年前に比べて固いもの（さきいか、たくあんなど）

が食べにくくなりましたか
◦お茶や汁物等でむせることがありますか
◦半年間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか
◦以前に比べて歩く速度が遅くなったと思いますか
◦この 1 年間に転んだことがありますか
◦ウオーキング等の運動を週 1 回以上していますか
◦周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘

れがあると言われていますか
◦今日が何月何日かわからない時がありますか
◦たばこを吸いますか
◦週に 1 回以上は外出していますか
◦普段から家族や友人と付き合いがありますか
◦体調が悪い時に、身近に相談できる人がいますか

　
　
　
　
　

◇

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛

威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
自
粛
生
活
が
続

い
て
身
体
を
動
か
さ
な
い
と
、「
ロ
コ
モ
」

「
フ
レ
イ
ル
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
対
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
、
予
防

の
三
本
柱
は「
栄
養
」「
運
動
」そ
し
て「
社

会
参
加
」
で
す
。

【
栄
養
】：
食
事
は
一
日
3
食
し
っ
か
り

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
が
、
歯
と
口
の

状
態
が
悪
く
な
る
と
フ
レ
イ
ル
を
招
き
や

す
く
な
り
ま
す
。
食
後
の
お
口
の
ケ
ア
も

お
忘
れ
な
く
。

【
運
動
】：
ロ
コ
モ
予
防
の
運
動
・
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
「
ロ
コ
ト
レ
」
は
次
の
2
つ

を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
片
足
立
ち
」
は
左
右
一
分
間
ず
つ
一

日
３
回
が
目
標
。

「
ス
ク
ワ
ッ
ト
」
は
1
セ
ッ
ト
5
～
6

回
、
一
日
3
セ
ッ
ト
。
ポ
イ
ン
ト
は
つ
ま

先
よ
り
膝
が
前
に
出
な
い
よ
う
に
お
尻
を

下
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
社
会
参
加
】：
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、
一

日
に
一
回
は
密
に
な
ら
な
い
場
所
へ
外
出

し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
マ
ス
ク
は
必
ず
し

て
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
活
動

に
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　
　

◇

肉
体
年
齢
と
暦
の
年
齢
は
違
い
ま
す
。

名
友
会
の
皆
様
は
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で

人
生
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

ヘ
ル
マ
ン
ヘ
ッ
セ
「
老
年
は
青
年
よ
り

劣
る
も
の
で
は
な
い
。
青
は
赤
よ
り
悪
く

な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
・
・
・
」

私
は
こ
の
言
葉
が
と
て
も
好
き
で
す
。

栄
内
科
院
長
、
名
古
屋
市
産
業
医

（
愛
知
医
科
大
学
客
員
教
授
）

山
田
琢
之

（
や
ま
だ
　
た
く
じ
）
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近
況
報
告

石
川
志
郎
　

齢
七
十
八
才
と
も
な
り
ま
す
と
、
知
力

体
力
も
衰
え
、
こ
れ
と
い
っ
た
趣
味
も
な

く
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
数
十
冊
の
本
を
ま
と
め
て

購
入
し
、
読
破
す
べ
く
日
々
を
過
ご
し
て

お
り
ま
す
。

　

読
ん
だ
中
で
は
、
養
老
孟
司
先
生
と
伊

集
院
光
の
「
世
間
と
ズ
レ
ち
ゃ
う
の
は
し

ょ
う
が
な
い
」
と
か
脳
科
学
者
中
野
信
子

著
作
の
「
人
は
な
ぜ
他
人
を
許
せ
な
い
の

か
？
」
が
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。

興
味
の
お
あ
り
の
方
は
お
勧
め
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
経
済
局
）

飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン宮

村
喜
明

昨
年
六
月
に
名
古
屋
市
信
用
保
証
協

会
に
再
就
職
し
ま
し
た
。
こ
の
一
年
程
の

間
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
緊
急
に
資
金
が
必

要
と
な
っ
た
中
小
企
業
か
ら
の
保
証
申
込

み
が
急
増
し
、
協
会
全
体
が
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
時
以
来
の
超
繁
忙
状
態
を
経
験

し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
職
場
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

防
止
の
観
点
か
ら
、
歓
送
迎
会
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
少
人
数
で
の
飲
み
会
も
未
だ

自
粛
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で「
飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
は
職
場

を
回
っ
て
声
掛
か
け
す
る
な
ど
、
い
か
に

お
酒
抜
き
で
人
間
関
係
を
築
い
て
い
く
か

模
索
を
続
け
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
収
束
後「
飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
完

全
復
活
は
な
い
に
し
て
も
、
た
ま
に
は
一

杯
や
り
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
下
水
道
局
）

　
母
の
介
護

吉
田
健
一
　

一
人
暮
ら
し
の
八
九
歳
の
母
は
、
要
介

護
２
で
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
が
海
馬
に
溜
ま
り

ま
く
っ
て
い
る
の
か
短
期
記
憶
は
崩
壊
し

て
い
る
。
週
二
回
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

通
っ
て
い
て
、
そ
の
日
は
朝
に
私
が
行
っ

て
、
支
度
を
さ
せ
、
着
替
え
を
持
た
せ
、

送
り
出
す
。　
　
　
　

母
が
出
か
け
る
と
実
家
の
掃
除
を
や
っ

て
、
洗
濯
を
す
る
。
母
は
一
人
暮
ら
し
だ

か
ら
汚
れ
て
い
な
い
し
綺
麗
と
言
う
。

で
も
掃
除
機
を
か
け
た
こ
と
は
な
い

し
、
入
浴
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
時
だ
け
な

の
で
、
着
替
え
も
せ
ず
に
洗
濯
も
し
て
い

な
い
。
仕
事
だ
と
思
う
と
我
慢
で
き
る
の

で
し
ょ
う
が
、
自
分
の
親
だ
と
思
う
と
我

慢
で
き
ず
、
ブ
チ
切
れ
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
。
そ
ん
な
時
の
母
の
殺
し
文
句
は
「
あ

ん
た
も
八
十
を
過
ぎ
る
と
こ
う
な
る
ん
だ

か
ら
ね
」

一
応
半
分
の
遺
伝
子
を
引
き
継
い
で
い

る
身
と
し
て
は
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
願

い
つ
つ
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
瑞
穂
区
）

在
職
中
の
思
い

 

下
山
浩
司

令
和
三
年
三
月
中
村
区
役
所
を
最
後
に

名
古
屋
市
を
退
職
致
し
ま
し
た
。
名
古
屋

城
本
丸
御
殿
の
復
元
、
陸
前
高
田
産
業
デ

ス
ク
の
立
上
げ
、
ロ
ボ
カ
ッ
プ
２
０
１
７

名
古
屋
世
界
大
会
の
開
催
、
中
村
区
の
太

閤
秀
吉
功
路
等
思
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
。

在
職
中
様
々
な
場
面
で
関
わ
り
、
至
ら

な
い
私
を
支
え
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
紙
面

を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。区

長
を
務
め
た
二
年
の
内
、
最
後
の
一

年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
区
民
ま
つ
り
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
各
学
区
の
イ
ベ
ン

ト
等
多
く
の
事
業
が
中
止
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
年
度
末
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

準
備
に
も
追
わ
れ
ま
し
た
。
早
期
の
収
束

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

名
友
会
の
皆
様
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
村
区
役
所
）

　
単
身
赴
任
を
終
え
て菊

池
文
泰

目
が
覚
め
る
と
天
井
の
景
色
が
違
う
。

身
体
の
あ
ち
こ
ち
が
痛
い
。
何
か
や
ら
か

し
た
か
と
頭
を
巡
ら
せ
る
。

そ
う
だ
、
定
年
退
職
し
、
単
身
赴
任
し

て
い
た
区
長
官
舎
か
ら
自
宅
に
戻
っ
た
ん

だ
っ
た
。
昨
日
は
最
後
の
勤
務
後
、
大
勢

の
職
員
に
見
送
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
感
激

も
、
余
韻
に
浸
る
間
も
な
く
引
越
し
の
積

み
下
ろ
し
で
、
疲
労
困
憊
、
時
間
も
遅
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

よ
う
や
く
家
に
帰
る
と
、
家
族
は
無
事

定
年
を
迎
え
た
こ
と
よ
り
も
、
単
身
赴
任

の
解
消
を
喜
ん
で
く
れ
た
。
こ
の
制
度
は

デ
メ
リ
ッ
ト
（
負
担
）
の
方
が
大
き
い
と

実
感
し
た
二
年
間
で
し
た
。
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【お問い合わせ先】 お気軽にご相談ください！(右記ＱＲコードからＨＰご確認下さい）

株式会社つつみ TEL：０５２－８０１－８４１２ （三井住友海上火災保険代理店）

火災、落雷、風水害や盗難に対する備えは
万全ですか？地震への備えもお忘れなく！！

万が一の事故もしっかりサポート！
安心の365日事故対応！

※大口団体割引は、団体全体のお引受実績に応じて毎年4月1 日に見直されます。

9.0

最
後
の
区
長
会
で
官
舎
の
廃
止
か
大
幅

な
条
件
緩
和
を
提
案
し
た
。

是
非
と
も
あ
と
に
続
く
区
長
さ
ん
に

と
っ
て
働
き
や
す
い
制
度
に
改
善
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

退
職
と
入
れ
違
い
で
新
型
コ
ロ
ナ
の
ク

ラ
ス
タ
ー
発
生
。
緑
区
役
所
の
業
務
停
止

に
よ
り
皆
様
に
ご
迷
惑
ご
心
配
を
お
掛
け

し
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
罹
患
職
員
へ

の
お
見
舞
い
と
応
援
い
た
だ
い
た
局
区
職

員
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
緑
区
役
所
）　

Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ

都
築
朋
音

コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
方
々
同
様
、
予
定

し
て
い
た
旅
行
に
行
け
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
で

す
が
ハ
ワ
イ
語
講
座
が
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
講
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
、
通
い
始
め
ま

し
た
。

文
字
を
持
た
な
い
口
承
の
言
葉
を
、
渡

来
し
た
宣
教
師
が
布
教
目
的
の
た
め
ハ
ワ

イ
の
人
々
が
読
み
書
き
で
き
る
よ
う
に

ロ
ー
マ
字
を
基
本
に
そ
の
表
記
を
つ
く
り

あ
げ
た
の
で
す
。
母
音
が
５
つ
、
子
音
が

８
つ
、
他
に
長
音
等
覚
え
る
も
の
が
少
な

く
て
古
希
目
前
の
我
が
脳
に
は
あ
り
が
た

い
で
す
。

講
座
で
は
、
あ
い
さ
つ
、
名
前
は
？
住

ま
い
は
？
今
日
の
調
子
は
ど
う
？
を
声
に

出
し
て
（
も
ち
ろ
ん
マ
ス
ク
で
小
声
で
）

繰
り
返
し
練
習
で
す
。
数
を
覚
え
る
た
め

の
ハ
ワ
イ
の
子
ど
も
用
の
数
え
歌
な
ど

も
。先
生
は
い
つ
も『M

ai H
ilahila

！（
恥

ず
か
し
が
ら
な
い
で
！
）』

月
一
回
な
の
で
目
的
の
フ
ラ
ソ
ン
グ
の

理
解
ま
で
に
は
当
分
か
か
り
そ
う
で
す
。

ち
な
み
に
ハ
ワ
イ
の
挨
拶
は
、A

LO
H

A

で
す
が
、A

LO

は
正
面
、H

A

は
息
を

す
る
が
語
源
で
、
相
手
と
正
面
に
向
き

合
っ
て
挨
拶
す
る
の
でA

LO
H

A

だ
そ

う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
康
福
祉
局
）

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

三
宅
光
治

退
職
し
て
一
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
残
念
な
が
ら
、
旅

行
な
ど
も
と
り
あ
え
ず
お
預
け
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。
昨
年
六
月
下
旬
か
ら
新
た

な
仕
事
も
始
ま
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
コ

ロ
ナ
の
感
染
対
策
で
テ
レ
ワ
ー
ク
が
取
り

入
れ
ら
れ
、
こ
の
間
若
干
増
減
が
あ
り
ま

し
た
が
、
今
は
月
六
日
程
度
と
し
て
出
勤

者
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
き
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
の
仕
事

の
進
め
方
に
も
よ
う
や
く
慣
れ
て
き
ま
し

た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
は
ま
だ
ま
だ

違
和
感
を
感
じ
な
が
ら
や
っ
て
い
る
と
い

う
と
こ
ろ
こ
と
で
す
。

し
ば
ら
く
は
、
今
の
状
態
が
続
い
て
い

く
と
思
い
ま
す
が
、
落
ち
つ
い
た
ら
、
ゆ
っ

く
り
旅
行
で
も
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
東
区
役
所
）

冬
の
風
物
詩

井
澤
正
子

数
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
冬
の
風
物
詩

で
あ
る
寒
ブ
ナ
漁
の
撮
影
に
出
か
け
た
時

の
こ
と
で
あ
る
。
例
年
に
な
く
大
漁
で

次
々
と
鮒
が
あ
が
っ
て
く
る
。
漁
も
終
り

の
頃
、
突
然
に
「
持
っ
て
い
く
か
？
」
と

声
を
掛
け
ら
れ
驚
い
て
い
る
と
「
下
ご
し

ら
え
し
て
や
る
」、
と
厳
つ
い
顔
を
し
た

漁
師
が
言
う
。戸
惑
っ
て
い
る
間
も
な
く
、

軽
ト
ラ
か
ら
ま
な
板
や
出
刃
包
丁
を
持
っ

て
き
て
手
際
よ
く
さ
ば
い
て
く
れ
た
。

大
小
合
わ
せ
て
十
匹
は
あ
っ
た
だ
ろ
う

か
。
家
に
帰
っ
て
か
ら
一
苦
労
し
て
鮒
の

甘
露
煮
を
作
っ
た
。
カ
メ
ラ
を
通
し
て
、

人
と
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
温
も
り
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
思
い
出
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
区
役
所
）
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共

済

だ

よ

り

（10）

共

済

だ

よ

り

広告有効期限／2022年3月末日

物価　0.00％
0

改定▲ 0.1％
賃金
▲ 0.1％

名
古
屋
市
職
員
共
済
組
合
で
す
。

本
号
で
は
、
令
和
３
年
度
の
年
金
額
改

定
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
年
金
額
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
0.1
％
マ
イ
ナ
ス
で
改
定
さ
れ
ま
す
。

２
０
２
０
年
平
均
の
全
国
消
費
者
物
価

指
数
に
よ
る
と
、
物
価
変
動
率
は
0.0
％
、

名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
は
▲
0.1
％
、
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
（
※
）
に
よ
る
ス
ラ

イ
ド
調
整
率
は
▲
0.1
％
で
し
た
。

年
金
額
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
法
律

上
、
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
が
マ
イ
ナ

ス
で
、
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
が
物
価

変
動
率
を
下
回
る
場
合
に
は
、
名
目
手
取

り
賃
金
変
動
率
を
用
い
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
年
金
額
の
改
定
は
、
名

目
手
取
り
賃
金
変
動
率
（
▲
0.1
％
）
が
物

価
変
動
率
（
0.0
％
）
よ
り
も
低
い
た
め
、

名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
（
▲
0.1
％
）
を

用
い
ま
す
。

な
お
、
賃
金
や
物
価
に
よ
る
改
定
率
が

マ
イ
ナ
ス
の
場
合
に
は
、
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
に
よ
る
調
整
は
行
わ
な
い
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
た
め
、
令
和
３
年
度
の
年
金

額
改
定
に
お
い
て
は
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
に
よ
る
調
整
は
行
わ
れ
ず
、
未
調
整

分
（
▲
0.1
％
）
は
翌
年
度
以
降
に
繰
り
越

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
在
職
老
齢
年
金
に
つ
い
て
の
支

給
停
止
基
準
額
（
65
歳
未
満
28
万
円
、
65

歳
以
上
47
万
円
）
は
、据
え
置
か
れ
ま
す
。

※
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
と
は
、
平
成

16
年
の
年
金
改
正
で
導
入
さ
れ
た
年
金
の

給
付
水
準
を
調
整
す
る
仕
組
み
で
す
。
具

体
的
に
は
、
賃
金
や
物
価
に
よ
る
改
定
率

か
ら
、
現
役
の
被
保
険
者
の
減
少
と
平
均

余
命
の
伸
び
に
応
じ
て
算
出
し
た
「
ス
ラ

イ
ド
調
整
率
」
を
差
し
引
く
こ
と
に
よ
っ

て
調
整
し
ま
す
。
こ
の
調
整
を
す
る
こ
と

が
、
将
来
世
代
の
年
金
給
付
水
準
の
確
保

に
つ
な
が
り
ま
す
。
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御　
　

園　
　

座

◎
「
細
川
た
か
し
特
別
公
演
」

・
7
月
16
日（
金
） 

11
時
公
演

　

7
月
19
日（
月
） 

16
時
公
演

・
Ａ
席　

１
４
，０
０
０
円
を
１
２
，０
０
０
円

・
Ｂ
席　
　

８
，０
０
０
円
を　

６
，０
０
０
円

★
申
込
み
は
6
月
30
日
（
水
）
ま
で

名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

◎
「
平
日
午
後
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
Ｖ
ｏ
ｌ
．
8
」

坂
入
健
司
郎
（
指
揮
）

堀
江
裕
介
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
）

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
：
交
響
曲
第
４
番
他

・
愛
知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

・
8
月
18
日（
水
）
14
時
開
演

・
Ｓ
席
～
Ｃ
席
２
割
引　

　
　
　
　

４
，１
６
０
円
～
1
，７
６
０
円

★
申
込
み
は
７
月
30
日
（
金
）
ま
で　

名
古
屋
市
文
化
振
興
事
業
団

◎
人
形
浄
瑠
璃　

文
楽

・
市
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

・
10
月
15
日（
金
）【
昼
の
部
】
14
時
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　
【
夜
の
部
】
18
時
半
開
演

・
一
階
席　
　

金
額
未
定

・
二
階
席　
　

金
額
未
定

★
申
込
み
は
７
月
16
日
（
金
）
ま
で

自　

令
和
二
年
二
月

至　

令
和
三
年
二
月

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

氏

名
退
職
所
属

退
職
年

逝
去
年
月
日

享
年

吉　

田　
　
　

亨
経
済
局
S
54
02
・
02
・
29
95
歳

小

川

節

子
教
育
委
H
15

05
・
02
77
歳

川

島

倫

一
水
道
局
S
59

08
・
05
90
歳

久

野

倫

子
土
木
局
H
07

08
・
13
85
歳

宮

嶋

瑞

緒
農
緑
局
S
59

08
・
24
92
歳

永

野

佐

俊
健
福
局
H
21

09
・
17
71
歳

本

多

数

彦
住
都
局
H
13

10
・
02
80
歳

稲

垣

貞

夫
衛
生
局
H
03

10
・
07
87
歳

北

岡

英

一
上
下
水
H
23

10
・
10
70
歳

加

藤

秀

臣
選
管
事
H
09

10
・
19
83
歳

古

橋

洋

光
上
下
水
H
13

10
・
27
79
歳

森　
　
　

恒　

雄
中
川
区
H
05

11
・
06
86
歳

武

藤

隆

俊
計
画
局
S
59

11
・
07
92
歳

伊

藤

松

夫
名
港
管
H
09

11
・
17
82
歳

斎　

藤 　
　

 

孝
市
民
局
S
63

11
・
26
89
歳

加　

藤　
　
　

茂
建
築
局
H
07

11
・
30
86
歳

玉　

置　

達
次
郎
水
道
局
S
56

12
・
11
94
歳

氏

名
退
職
所
属

退
職
年

逝
去
年
月
日

享
年

稲

垣

正

浩
経
済
局
S
59
02
・
12
・
14
92
歳

岡　

本　
　
　

浩
守
山
区
H
18

12
・
15
75
歳

飯

田

和

夫
市
会
事
H
01

12
・
24
89
歳

今

井

昭

二
経
済
局
H
04

12
・
25
89
歳

加
賀
谷　

民　

衛
環
保
局
H
09

12
・
25
84
歳

林　

 　

 

昌　

義
環
事
局
H
11

12
・
27
82
歳

林  　
　

義　

勝
上
下
水
H
14

12
・
28
79
歳

中
小
路　

榮　

次
名
東
区
H
02
03
・
01
・
09
91
歳

山

田

忠

雄
環
事
局
H
08

01
・
13
84
歳

余

吾

鐡

男
消
防
局
H
07

01
・
14
85
歳

春
日
井　

利　

雄
市
民
局
H
04

01
・
15
87
歳

小　

澤　
　
　

銑
東　

区
S
50

01
・
17
100
歳

日
比
野　

光　

伸
名
港
管
H
02

01
・
20
88
歳

加　

藤　
　
　

寛
守
山
区
H
05

01
・
21
88
歳

水

野

正

俊
中
村
区
S
48

01
・
25
101
歳

安

藤

勝

陸
土
木
局
S
57

01
・
25
94
歳

本

田

昌

宏
衛
生
局
S
62

01
・
29
90
歳

鬼

頭

義

尚
名
港
管
H
09

02
・
02
83
歳

犬

飼

貞

一
衛
生
局
H
11

02
・
05
82
歳

三
十
六
名
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所長 税理士　高橋　勝也　　税理士　大野　利郎

●相続が発生した場合、いつ頃から何をすればよいのか？
●家族に生前に遺産を譲る場合の注意点は？
●遺言書作成上の注意点は？
　相続・贈与・遺言などで困ったこと、わからないこと等は、お気軽にご相談ください!!

高橋会計事務所名　友　会
顧問税理士

〒464-0850 名古屋市千種区今池五丁目28番24号（イオン今池店（旧ダイエー）東南）
フリーダイヤル　0120-025-918　TEL（052）732-5560（代）

ゴ
ル
フ
部

名
友
会
ゴ
ル
フ
部
は
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
、
健
康
の
維
持
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
春（
六
月
頃
）と
秋（
十
月
頃
）

の
年
二
回
コ
ン
ペ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

名
友
会
の
会
員
な
ら
ど
な
た
で
も
自
由

に
入
部
で
き
、
特
に
初
参
加
の
方
、
大
歓

迎
で
す
。
世
話
人
一
同
み
な
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
コ
ン
ペ
の
日
程
な
ど
に
つ
い
て

は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆　

世
話
人
代
表　

二
神　

望

◆　

連
絡
先　
　
　

古
田　

榮

☎　

〇
九
〇-

一
七
二
九-

三
九
六
七

囲
碁
ク
ラ
ブ

新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
が
い
ま
少
し
好

転
す
る
ま
で
、
し
ば
ら
く
活
動
休
止
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆　

世
話
人　

柴
田　

義
昭

　

☎
（
〇
五
二
）
八
七
二

−

〇
八
九
一

　
俳
句
部
だ
よ
り

春
の
夜
の
栄
転
と
い
ふ
別
れ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

青　

木　

幸　

子

春
寒
し
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
ふ
ん
は
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

厚　

味　

當　

子

春
暁
や
漁
船
次
つ
ぎ
島
を
出
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯　

田　

孝　

次

マ
ラ
ソ
ン
の
花
菜
風
受
く
伊
良
湖
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯　

田　

弥　

生

山
葵
田
の
ほ
と
ば
し
る
水
透
き
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太　

田　

一　

雄

早
や
米
寿
贈
物
来
て
春
の
来
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

森　

三
保
子

覚
え
た
て
の
字
の
絵
手
紙
や
下
萌
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

荻　

野　

よ
し
子

山
独
活
や
印
を
付
け
て
山
頂
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

榊　

原　

小
夜
子

切
り
株
の
椅
子
よ
り
眺
む
梅
満
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　

橘　
　
　

明
比
古

初
凪
や
波
の
運
び
し
貝
の
艶

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

田　

和　

子

二
十
年
乗
り
し
愛
車
や
春
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦　

坂　

茂　

光

陽
は
昇
る
障
子
の
向
こ
う
は
春
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊　

坂　

る　

り

襟
元
の
折
り
目
き
り
り
と
紙
ひ
ひ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

増　

田　

一
二
三

の
ど
け
し
や
二
十
三
匹
鯉
の
群

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　

輪　

ト
キ
子

面
を
打
つ
音
の
み
響
く
花
の
冷

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

川　

充　

恵

幹
を
打
つ
音
の
響
け
り
榛
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

口　

貴
志
子

犬
と
枝
く
ぐ
り
巡
る
や
梅
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

田　

い
つ
子

日
だ
ま
り
に
母
丹
精
の
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

羽　

俊　

吾

　
　
　
　
　
　

令
和
三
年　

三
月
俳
句
会　
　
　
　
　
　
　

（
指
導　

大
森
三
保
子
・
山
口
貴
志
子
）

◆
定
例
俳
句
会

　

毎
月
第
三
木
曜
日
午
後
四
時
四
五
分
～

　

会
場　

鶴
舞
図
書
館　

会
議
室

◆
吟
行
会　

年
二
回
ほ
ど

◆
鍛
練
会　

年
一
回
（
一
泊
二
日
）

ボ
ケ
防
止
と
健
康
保
持
に
俳
句
づ
く
り
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
皆
様
方
の
入
部
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
入
部
・
投
句
な
ど
連
絡
先

　
　
　
　
　
　
　
　

飯
田　

孝
次

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
五
二
）八
二
四

−

五
一
〇
八
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斎藤先輩を悼む
本当に惜しい方が亡くなりました。
斎藤孝さん　享年90歳。
昨年11月26日、「食道がん」の再発と、奥

様からご連絡をいただきました。
斎藤先輩は、昭和63年市民局長を退職さ

れ、まさに昭和を生き抜いた方でした。
名友会の理事として、また亡くなる直前ま

で、会報「名友報」の編集委員を担当してい
ただいていました。名友報の巻末に掲載され
た「なごや学入門」は、平成13年から連載
中でした。文末に「Ｓ」とのみ記されていた
が、お気づきの読者も少なくないのではあり
ませんか。

若い時から随筆など洒脱な文体でよく読ま
せていただきました。また俳句や短歌など幅
広く文化活動をされていました。和服の似合
う斎藤先輩は、すべてがオシャレで、あか抜
け、まさに「粋」そのものの生き様でした。

平和の大切さをいつも口にされ、活動もさ
れていました。2007年に名古屋市名東区に
すべて民間の力で設立された平和資料館「ピ
ースあいち」のボランティアとして、戦争を後
世に語り継ぐ「語り部」活動にも積極的に取
り組まれていました。戦争を二度と起こさない
と若者に話す機会を大切にされていました。
斎藤さんの平和を詠んだ句です。

――終戦日「語り部」すでに八十路過ぎ――　

最後に思い出してくれる人がいる限り、ず
っと生き続けるという「思い出寿命」という
言葉を大切にさせていただくことをお約束し
てお別れさせていただきます。

斎藤先輩　安らかにお休みください。　
一般社団法人　名友会　会長　山田　雅雄

名友報「夏のクイズ」
問１
　次の文章は、大正から昭和初期に活躍した作家の著作
から一部を抜き出したものです。

作家の氏名と作品名を答えてください。
　「人生は一箱のマッチに似ている。重大に扱うのは莫
迦々々しい。重大に扱わなければ危険である。又　人生
は落丁の多い書物に似ている。一部を成すとは称し難い。
しかしとにかく一部を成している。」

（「岩波文庫」版による） 　　

問２
　中村先生は中学校で数学を教えています。クラスは生
徒が 45 人います。因数分解の単元を終えて習熟度を見
るためテストを実施しました。期待したレベルに到達し
ていたのは 40％の生徒でした。そのため補習を行い再
テストしたところ、新たに合格した生徒は 12 人でした
が、前回合格者から３人が脱落しました。
最終の合格者は何人いたでしょうか。また合格率は何％
になるでしょうか。

問３　
　今年は丑年なので、牛にちなんだ鉄道の駅を探しまし
た。十二支の中では、丑が、人間社会に最もなじんでい
るようで、駅名にもたくさんありました。なかには読み
方の難しい駅名もいくつかありました。次の各駅の読み
方と、どの路線にあるのか、その路線名と併せてお答え
ください（駅はすべてＪＲ各社の駅です）。　　
　１　特　牛　　　　２　妹背牛　　　３　撫牛子

　上記の３問から 1 問を選んで、「答え」と住所・氏名・
電話番号を明記して、ハガキまたはＦＡＸでご応募くだ
さい。３問すべてに応募される場合は「チャレンジ」と
明記してください。
正解者から抽選で５名に、図書カードなどの賞品をお送
りします。
　６月 30 日（水）必着。　　
　　　
〔前回の解答〕
　問１　　世阿弥　　風姿花伝（花伝書）
　問２　　弟が３分 20 秒早く出発する
　問３　　青森県
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ま
ち
美
活
動

令
和
二
年
度
　
公
益
目
的
事
業

名友会のホームページの
QR コード

名友会ホームページの
会員パスワード

〔meiy u ka i 2 0 2 0〕

ま
ち
を
美
し
く
す
る
会
は
、
愛
知
万
博

を
翌
年
に
ひ
か
え
た
04
年
（
平
成
16
年
）

７
月
に
、
国
内
外
か
ら
の
来
客
を
迎
え
る

に
あ
た
り
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
名
古
屋
を
美
し

い
町
と
し
て
知
っ
て
ほ
し
い
、
よ
り
よ
い

印
象
を
持
っ
て
帰
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い

か
ら
始
ま
り
ま
し 

た
。
現
職
の
職
員
は

万
博
の
準
備
に
忙
し
く
、
退
職
職
員
の
有

志
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
開
始
し

ま
し
た
。
活
動
は
17
年
経
っ
た
現
在
も

続
い
て
い
ま
す
。 

毎
年
、
年
間
計
画
に

従
っ
て
、
月
に
１
～
２
回
土
曜
日
の
午
前

中
に
一
時
間
半
を
目
途
に
、
名
古
屋
駅
、

栄
、
金
山
地
区
な
ど
の
繁
華
街
や
名
城
公

園
、
鶴
舞
公
園
な
ど
の
道
路
や
公
園
の
清

掃
、
時
に
は
草
花
の
手
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
ま
す
が
、

作
業
終
了
後
は
、
近
く
の
喫
茶
店
で
情
報

交
換
や
近
況
報
告
な
ど
で
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。 

都
合
が
つ
く
時
だ
け
参
加
の

自
由
で
緩
や
か
な
活
動
で
す
。
ゴ
ミ
を
集

め
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
フ
レ
イ
ル

予
防
、
そ
し
て
知
ら
ず
知
ら
ず
に
四
季
の

移
り
変
わ
り
も
満
喫
で
き
ま
す
。 

名
古

屋
の
町
を
美
し
く
す
る
た
め
に
、
ほ
ん
の

少
し
時
間
を
つ
く
っ
て
、
外
に
出
て
体
を

動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

連
絡
先　

佐
藤　

正

☎
〇
九
〇

−

七
八
五
八

−

一
六
七
六

令
和
二
年
度
の
公
益
目
的
事
業
と
し

て
、
植
樹
と
名
フ
ィ
ル
出
前
コ
ン
サ
ー
ト

を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
し
た
。

◆
植
樹

令
和
３
年
１
月
23
日（
土
）午
前
11
時
～

そ
ぼ
降
る
小
雨
の
中
、例
年
の
よ
う
に
、

東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
に
お
い
て
、
ヤ

ヱ
ベ
ニ
し
だ
れ
サ
ク
ラ
（
７
本
）
を
寄
贈

し
ま
し
た
。
名
友
会
か
ら
山
田
会
長
・
長

谷
川
副
会
長
が
出
席
し
、
ま
ち
を
美
し
く

す
る
会
の
村
上
会
長
、
み
ど
り
の
協
会
二

神
理
事
長
、
名
古
屋
市
緑
政
土
木
局
川
崎

参
事
ほ
か
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
代
表
樹
の

記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。



編

集

後

記




▼
高
齢
者
就
業
の
た
め
の「
か
ら
だ
測
定
」

（
リ
ク
ル
ー
ト
）
を
受
け
た
時
、
上
半
身
の

筋
力
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出

ま
し
た
。
お
う
ち
時
間
に
見
つ
け
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

筋
肉
体
操
で
、
谷
本
道
哉
先
生
の
「
筋
肉

は
裏
切
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
に
魅
せ
ら

れ
て
、
筋
ト
レ
邁
進
中
で
す
。　
　
（
Ｉ
）

▼
自
粛
生
活
が
一
年
半
に
な
ろ
う
と
し
て

い
る
。
日
本
中
が
で
あ
る
。
友
達
と
飲
み

会
や
食
事
会
も
で
き
な
い
し
旅
行
も
控
え

て
い
る
。
こ
の
閉
塞
し
た
日
常
が
早
く
収

束
し
て
ほ
し
い
。
梅
雨
と
同
様
「
新
型
コ

ロ
ナ
明
け
」
が
待
ち
遠
し
い
。　
　
（
Ｋ
）

▼
「
コ
ロ
ナ　

コ
ロ
ナ
」
で
日
々
が
暮
れ

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
、そ
の
う
ち
に「
明

け
る
」
の
で
し
ょ
う
か
。

コ
ロ
ナ
と
の
共
存
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
か
。

４
月
１
日
か
ら
名
友
会
の
事
務
局
体
制

が
、
よ
う
や
く
、
９
か
月
ぶ
り
に
整
い
ま

し
た
。事
務
所
に
も
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
）

◆
名
フ
ィ
ル
出
前
コ
ン
サ
ー
ト

令
和
３
年
３
月
８
日（
月
）午
後
0
時
30

分
～緊

急
事
態
宣
言
の
解
除
を
受
け
て
、
南

陽
第
三
保
育
園
（
港
区
）
遊
戯
室
に
お
い

て
園
児
・
ス
タ
ッ
フ
約
60
名
の
参
加
に
よ

り
、「
密
」
を
避
け
る
た
め
に
、
二
回
に

分
け
て
、
演
奏
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

の
５
名
の
楽
団
員
で
構
成
さ
れ
る
「
ゴ
フ

ォ
ン
弦
楽
五
重
奏
団
」
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ

ク
の
名
曲
か
ら
映
画
音
楽
、
ア
ニ
メ
の
テ

ー
マ
ソ
ン
グ
な
ど
の
演
奏
に
、
園
児
た
ち

は
、
時
に
声
を
あ
げ
た
り
、
拍
手
を
し
た

り
し
て
、
演
奏
に
自
発
的
に
参
加
し
て
い

ま
し
た
。
う
っ
と
り
と
し
た
、
優
雅
な
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た


